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≪ 終 結 者 》

あなたがたは二の奴隷 となる。そ/)日 、あなたがたは 自ら選んだエ

のゆえに注 き叫ぶ ことになろ う。しか し、主はその |]、 あなたがたに

答 えては くだ さらない 。    (サ ムエル記上 8:17… 18)

モーセと共に、主なる神に導かれ 、,|ス 隷の地エジプ トからの脱出に成功

したのがイスラエルの民で した。ところが 、道中の彼らの不信仰はその後

も長年 、改 まることな くラ|き 継がれます。

時が経ち、士師の時代の終わ りに彼らを治めたのは、主なる神の言 :liこ を

預かる禁高なる預言者のサムエルで した。しか し彼の険継 ぎの息子た ちが 、

民の期待に反 して恙政 を布 こうとします。民は失望 し、他民族 と同様 (:/〕 エ

政による支配 を欲するようにな l,ま す。サムエルによる説得 (上記 |サ ム

エル記 8,17-18)も 空 しく、思かにも工による ;趙 配 を選択 した彼 ら

の 、その後の困難な運命は、もう不可避な ものとな ります。

期待 されてヌF位 した初代のサウルエ′ウヾあえな く失脚 した後に 、ダヴ 1デ 、

プロモンと王国は二代にわた り奇跡的な繁栄を遂げますが 、その後 、!颯 家

は南北に分裂 し、多ヒ王国が、さらには南王国が lll買 次減亡 してゆ きます 。そ

の間、神はまれな多ヒ王国には、預言者エリヤを、次に■リシャを、そ lvて

アモスを、さらにホセアを派遣 しますが、あえな く工 |ヨ団は洩せ します ::,

ひき続:き 主なる神は、北王国を反面教師 として懲 りたはずの薦王国 |二 預

言者 イザヤ (第 1)を 、さらに ミカを、エ レミヤを、そしてエゼキエル を

派遣 したところ、こちらもヨシヤニの宗教改革 も空 しく国家は減さに :継 り、

一部 を残 したまま居住者は、支配階級 を中鎌に、ユダの地からパ ピロニア

ヘ と連れ去 られてしまいました。

時を経て、ユグの地に残留した預常者エ レミヤからの手紙が届 きまナ。

私 (主 なる神 )は 、私の僕である預言者逹 を繰 り返 し (由 のユダエ

国に も )遣 わ したが 、 (当 時の )彼 らは聞 こうとしなか った 。

しか し、あなたがた 、私がエルサ レムか らバ ピロンハヽ送 ったすべて

の捕 囚の民よ、主の言葉 を聞け 。イスラエルの神 、万軍の主は一

(エ レミヤ蓄29:19b-20)
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F繰 :′ 返 し通わされた預曹者遠 」σ〕言葉に耳を貸 さず、神に聞き従わな

か った結果こ々が 、薔|1家 の減亡 とパ ビロニア捕因とい う恙劇 を生な出して

いた〔:な が この手紙の中で
.1番

史上の原因と結果 'と して明示 されます (,

マノ|・ フ福音書の警え話の中の “僕 "と は、まさに繰 ',返 し遣わされた預

言者述 を意 りヽ根します。その内容にも、ユダヤ人の不信伸にまつわる歴史的

背景が見て取れます。また しても、ユダヤの機導者たち (農 人たち )は 今 、

ロー "ヽ帝 国内の居槙地 (ぶ どう畑 =約 束の地 )で
｀
ある自治り|)1を 手教 そうと

してヽヽます。畑の主人に警えられている主なる神の 、その独 り子でユダヤ

の歴 ,1の 終結 夕
1獣 ともな り得 るイエスCII警 告に従 うこともな く。

“約束の地 ''は 他 夢t族 に譲波 され 、神は未来永劫 、その地に見切 りをつ

けよ・1と しています。主人 (神 )に 見枚 された うえ、不信仰のままで放置

され解決不可育ヒとなィ〕てしまった、かの地の紛争にはもう終わ りはないの

で しょうか… 。

≪ 人使 のま口き者 として 》

アプラノヽふの神 、イサクの神 、ヤコプの神 、もちろんこれらの神は同一

の主なる神です。ただ し、その時マ|〔 、それぞれ (親 子孫 )の 人物 と、神

との関係がバ トン |ブ レー されたとい うお話ではなさそうです。彼 らがそろ

って、しかるべ き所 (天 国 ?)で 、今 も ``天薇の如 き者として '生 きてお

り、ILな る神 との関 1黙 も継続 されているとい うお話のようです。

さて、サ ドカイ派の人マの質問は、 ``こ のせ "に て再会する F復 活者 」

にま ―́
|)わ る素朴な疑間で

｀
したが 、イエスの答えは彼 らにとって、的 を射た

ものとなったので しようか。

サ ドカイ派の主張は、検証不可能なこと (復活 )は (創作話 ?と して )

排除するとい うものです。ユダヤ人 FI士 なら、主なる神に対する信仰は同

じだ 11鑢 矢口されていても、議論はもとより哺み合いません。ただ、イエ,ス

を議論に子|き 蛭むたノ)の 例話 として用いられたのが 、ユダヤの音い仕来た

ク,の lィ ビラー ト婚 (申 命記 乏5:5-)で t´ た。これは、ある家の長 野に

子供がな く、そのま」:召 された場合 |〔 次男以下の兄弟が 、まだもし生きて

いれば、「 遺 された几嫁 」と結婚 し、子 をもうけ、死:ん だ兄の名 を弟の患

子に継がせるとい うtlの です。平均寿命が 30歳 木
'満

の時代の話です ()
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サ ドカイ漁はこの規定を拡大解釈 します。どこかに 7人 兄弟がいたとし

て、たまたま上から順に子供 をのこさぬまま召されて十二まい 、その都度 、

下の弟が同 じ一人の女性 (未亡人である見嫁 )と 結婚 _こ れが都合
rilロ

成立 し、雄 も子 をの こさず 、現子関係浄ヾ発生 しないま :|:他 界した場合 、こ

の男女合計 8人 が 、揃 って復活をするときに、彼 ′)の 人婦関係はどう41ヽ っ

ているのかとイエスに問めたのです。

さて、イエスの答えは、意タトなもの でした。復活者は嬰ることも嫁 〈・こ

ともせず “天使の如 き者 ''と なって、ヽる、とい うのです。因みに、サ ドカ

イ派は天使の存在も否定 しています。

けれども、彼活 も天使 も、神の存在とは深 く関わるもののようです (:も

しこれを無下に否定する人がいるならば、イエスはそ(/〕 人の信仰には小備

があることを教えます。

逆に、ファリサイ,,Rの 人では複活 も、人使の存在も1:1恙 めていたようです。

彼 らの中にイエスの理解者が複数いた ことも確認 され ています。後 |こ :iII`こ

したパウロもその一人でした。彼 らが 、祭司やサ ドカ イ,,1の 人ぞの信念よ

りも、イエスの言葉に親近感 を覚えた 1と は、充分あ 1)得 ることで
｀
した。

ある時、イエスが高い出 (ヘルモンにL?)に 上 られて、そこで預言考エ

|リ ヤとモーセに出会 ったことがあ ります。その時、これ を目撃 していた弟

子たちに、こんなことを語 られました。

人の子 (イ エス自身 )が死者の中ルヽら復活するまで、今見たことを

誰にも話 してはならない (マ ルコ福普書 9:9、 イtL).

イスラエルの過去の偉人たちが出上に復活 していた様子 を目撃 した 千エ

スの弟子たちが見ていたのは、まさに “天使の如 き者 "た ちの集まりで
｀
し

た。けれども当時の弟子たちにはまだ、その時の様子 を、確信 をもって説

明する知識 も能力も僣わっていません。

さて、イエスの弟子ではなかった者違が 、人間の復活を最初に経験する

ことになるのは、おそら くベダニアのラザロのケースみヽらとな t,ま す (,1復

活者 としての彼が 、如何様に “天使の費口き者
11で

あったのかは、今と
｀
な`っ

て |ま 確認できないことです。
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